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野辺山宇宙電波観測所では、ALMAの部分運用開始に備えたサイエンス面での強化のために、三つのレガシープ
ロジェクトを実施する予定である。本講演ではそのうちの４５ｍ鏡を用いた最近傍渦状銀河M33のCO（1-0）マッ
ピング観測について紹介する。４５ｍ鏡の感度と角分解があれば、M33の巨大分子雲を分解し検出することが可能
であり、マルチビーム受信機によるOTF観測を行うことで、非常に質の高いデータが得られることが、これまで
の予備的な観測によって確認されている（三浦 2007東大修論）。本プロジェクトでは、M33に存在する 105太陽
質量を越える GMCの大部分を同定することを目標としている。さらに同定された GMCについて ASTEによる
CO(3-2)観測を行う予定である。ASTEによるCO（3-2）観測との比較が、分子ガスの物理状態の診断、特に高温
高密度分子ガス領域の観測に有効であることもこれまでの観測から示されている（Tosaki et al. 2007）。M33は他
波長での観測データも豊富であり、すばる望遠鏡による可視光、Spitzerによる中間赤外や VLAによる HIのデー
タも存在するので、これらのデータとの比較によって、それぞれのGMCの進化段階を判定することができると期
待される。最終的にはM33に存在する GMCについて進化段階の指標を含んだカタログを完成させることを目標
にする。それに基づき、銀河における星間ガスの進化過程（希薄な原子ガス→分子雲形成→高密度ガス形成→星形
成→分子雲の破壊）を巨大分子雲スケールで詳細に調べ、銀河における大質量星・星団形成過程を明らかにする。
本研究は、ALMAで展開される近傍銀河の新しい研究、すなわち、系外銀河の分子雲を分解しうる分解能での観測
に向けての準備としても非常に重要な意味をもつ。


